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はじめに
本論はイギリスの彫刻家、デビット・ナッシュDAVID
NASI(1945～）の作品と日本に於けるワークショッフ・
や、1993年5月から1994年2月の北海道・音威子府う°ロ
ジェクトにて制作した作品などや、私がこのナッシュの
ワークショッフ°に参加した時の印象を含め、ナッシュ自
身の制作に対する自然観・思考などを掘り下げるととも
に、その作品と背景、ナッシュの木彫の展開を「樹」あ
るいは「木」という素材を通して北海道の彫刻家、砂澤
ビッキや江戸時代の遊行僧･円空と重ね合せ､｢木の造形」
の一領域として北海道という共通する舞台の中で、それ
ぞれの造形を確立していった一端を、音威子府プロジェ
クトを中心に、またナッシュがその影響を大きく受けた
であろうブランクーシにも触れるとともに1994年7月30
日～9月25日まで名古屋市立美術館で開催された「デビ
ット・ナッシュ音威子府の森」展を参考にナッシュと円
空について考察してみようと思う。
Iデビット・ナッシュ
(1)デビッド・ナッシュとの出合い
私が最初にデビット・ナッシュの名前を知ったのは
1985年5月、東京の草月会館で開催されていた「デビッ
ト・ナッシュ展」であった。これは同年4月26日から30
日までの5日間に於ける栃木県烏山城カントリークラブ
で草月作家16名と一緒にワークショッフ°を行った時の作
品、大小約50点近い展示であった。当時を振り返ると、
全く偶然にこの会場の前を通りかかり、入口の看板の｢樹
のいのち・樹のかたち」というタイトルに、つい、この
ギャラリーと美術館に足を踏み入れたと記|意している。
その時は草月イコールという現代生け花という先入観が
あり、「生け花の世界も面白い事をやるもんだ｣といった
程度に思って会場に入ったのだった。そこには私のイメ
ージとは全く違う自然の樹を中心にチェーンソーで加工
された彫刻作品がドローイングや写真と一緒に並べられ
ていた。この時、ふと昨年9月から10月にかけての「び
わ湖現代彫刻展」にハシゴの様な自然の樹を半割し、枝
を利用して逆の形で樹の根が上にある状態の作品が数点
湖の前に展示してあったのを思い出した。その時は私に
とってあまりデビット・ナッシュという名は印象にはな
かったｶ罫作品の形状で作家と作品が結びついたのである。
この展覧会で私が興味を持ったのは写真家の安斉重男氏
の撮った制作過程の記録である。このワークショッフ°の
プロセスを観ることによってようやくデビット・ナッシ
ュという樵のような彫刻家の存在を認識できた気がした。
この展覧会のパンフレットの中で彼は次の様にメッセー
ジしている。
「未来形の概念は形を求める。概念に動機づけられて、
存在（生命エネルギー）が行動（創造的活動）を開始す
る。その結果を熟考することによって、概念の理解がも
たらされる。すなわち、理解とは「存在と行動」のあと
からやってくる。
いけばなもそのようなものだと思う。その時どきの材
料を使い、自分が置かれている瞬間の特有な状況に対し
て「存在し、行動する」ことである。私も同様に制作を
するが、いけばなの伝統を知っているわけではなく、む
しろ彫刻の伝統が私の活動の源になっている。その源泉
は同じものかどうかは分からないが…。
今回のワークショッフ°は、この二つの伝統の接点とな
るであろう。そして、「存在と行動｣のあとには、理解が
やってくる｡｣①
私はこの草月会館での展覧会のタイトルが「木」でな
く「樹」であることにもある興味を持った。この理由に
ついてすでにナッシュは1981年に語っている「かつて私
は規格品の木を使っていた。しかし、それらの木はどこ
から来てどこへ行くのか何も語りはしないことに気付い
た。いま私は、樹木のところへ行き、その樹の時間と空
間に応答することによって、樹のある環境と私のいる環
境に応答することによって、いまはずっとうまくやって
いる。樹は新しい可能性の源となる｣②























